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平成 19 年 11 月期通期（非連結）業績予想との差異及び特別利益、特別損失の発生に関するお知らせ  

平成19年11月期(平成18年12月１日～平成19年11月30日)の業績予想について、平成19年10月12日
付当社「平成19年11月期通期（非連結）業績予想の修正に関するお知らせ」にて発表いたしました
業績予想との差異を下記のとおりお知らせいたします。 

１．平成 19 年 11 月期業績予想との差異 
(１) 通期（平成 18 年 12 月１日～平成 19 年 11 月 30 日） 

                                      （単位：百万円） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前 回 予 想（Ａ） 3,052 23 80 24 
今 回 見 込（Ｂ） 3,051 14 41 2 
増  減  額（Ｂ－Ａ） △0 △8 △39 △21 
増  減   率 △0.0％ △36.4％ △48.6％ △88.0％ 
(ご参考) 前期実績 (平成 18年 11 月期) 2,976 99 107 45 

 
(２) 差異の理由 

売上高についてはほぼ予想通りでありますが、期末にかけてセールの早期開始等による値引販
売比率が高まったこと等により利益率が低下しました。また、フォックスファイヤーストアの経
費が当初見込んでいたよりも多くかかったこと等により、営業利益は 14 百万円（前回予想比
36.4%減）となる見込みとなりました。また、営業外収益に見込んでおりました保険の解約に伴
う返戻金 28 百万円を特別利益として計上したこと等により、経常利益は 41 百万円（前回予想比
48.6%減）となる見込みであります。これらに加え、翌期に計画している店舗閉鎖に係わる費用
26 百万円を特別損失に取り込んだため、当期純利益は２百万円（前回予想比 88.0％減）となる
見込みであります。 

２．そ の 他 
平成 19 年 11 月期の配当予想につきましては、現在のところ変更の予定はございません。（期末

22 円 50 銭 年間計 22 円 50 銭）。なお、当決算に関わる詳細につきましては、後日発表予定の平
成 19 年 11 月期決算短信にて開示いたします。 

＜ご参考＞ 平成 20年 11 月期業績予想 （平成 19年 12月 1日～平成 20年 11 月 30日） 
（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

中間期 1,686 1.5 81 13.9 88 4.3 39 16.2 11 85 
通 期 3,057 0.2 91 515.2 106 156.3 45 1450.9 13 54 

※ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手可能な情報に基づき作成し
たもので、実際の業績等は今後様々な要因によって大きく異なる可能性があります。 

以 上 


